
「徳島県ヤングケアラーに関する実態調査」実施要綱

１ 実施目的
本来大人が担うとされている家事や家族の世話などを日常的に行っている「ヤングケ

アラー」の実態を把握し、必要な支援につなげるため、県内において「ヤングケアラー
に関する実態調査」を実施し、ヤングケアラーと思われる児童生徒の生活実態を明らか
にするとともに、支援ニーズや課題等を今後の施策に反映することを目的とする。

２ 実施概要
（１）児童・生徒へのアンケート調査

ア アンケートの名称
・徳島県小学生の生活についてのアンケート調査（小学生）
・徳島県中高生の生活実態に関するアンケート調査（中高生）

イ 対象
・公立小学校６年生
・公立中学校、県立中学校、県立中等教育学校（前期課程）１～３年生
・県立高等学校（全日制）、県立中等教育学校（後期課程）１～３年生

ウ 調査期間
・令和４年７月１１日（月）から同年８月５日（金）まで

エ 調査方法
・Ｗｅｂアンケートシステムを利用
・児童生徒は、原則1人１台端末タブレットのインターネット（Wi-Fi）回線を利用

オ 調査項目
・国が実施したアンケート調査項目を活用（所要時間：10～20分程度）

カ その他
・アンケートは任意、無記名で実施
・児童生徒が安心して回答できる環境を確保する。

（２）学校へのアンケート調査
ア アンケートの名称
・徳島県学校におけるヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査（教職員）

イ 対象
・公立小学校
・公立中学校、県立中学校、県立中等教育学校（前期課程）
・県立高等学校（全日制）、県立中等教育学校（後期課程）

イ 調査期間
・令和４年７月１１日（月）から同年８月５日（金）まで

ウ 調査方法
・Ｗｅｂアンケートシステムを利用

エ 調査項目
・国が実施したアンケート調査項目を活用

３ 調査結果
（１）回答はすべて統計的に処理し、回答校や回答者が特定されない形とする。
（２）調査結果は「速報・概要版」と「全体版」を作成する。
（３）収集したデータは、各市町村ごとに情報提供を行う。

４ その他
（１）アンケート調査を契機に、自分の家庭状況を理解することによるショックや不安、

戸惑いが出てきたり、家族のケア等を抱えていることが明らかとなった児童生徒には、
担任の先生などから配慮ある声かけやサポート、相談窓口を案内するなどの支援を行
う。

（２）必要に応じて、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、外部関係機
関と連携を行う。


